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SWF、、、、PAMについてについてについてについて

• RAD SWF  Scheduled Work Flow

–画像診断部門画像診断部門画像診断部門画像診断部門におけるにおけるにおけるにおける基本的基本的基本的基本的ななななワークフローワークフローワークフローワークフロー

– HIS、、、、RIS、、、、PACS、、、、モダリティモダリティモダリティモダリティ 間間間間にてにてにてにて標準化標準化標準化標準化されされされされ

たたたた手順手順手順手順でででで情報管理情報管理情報管理情報管理できるできるできるできる

• ITI PAM Patient Administration Management

–患者基本情報患者基本情報患者基本情報患者基本情報についてについてについてについて、、、、各各各各システムシステムシステムシステム間間間間でででで情報情報情報情報のののの
整合性確保整合性確保整合性確保整合性確保をををを行行行行うためのうためのうためのうためのデータデータデータデータ連携手順連携手順連携手順連携手順

–患者基本情報患者基本情報患者基本情報患者基本情報ののののシステムシステムシステムシステム間同期間同期間同期間同期をををを通通通通じじじじ、、、、常常常常にににに均均均均
一一一一なななな情報情報情報情報をををを施設施設施設施設内内内内でででで参照参照参照参照できるようにするできるようにするできるようにするできるようにする



SWF プロファイルプロファイルプロファイルプロファイルについてについてについてについて

まずは SWF の話ですよ！



SWF アクタアクタアクタアクタ概要概要概要概要
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アクタアクタアクタアクタ概要概要概要概要１１１１：：：：ADTととととOP

• ADT
–患者情報患者情報患者情報患者情報をををを管理管理管理管理しししし、、、、情報情報情報情報のののの発信発信発信発信をををを行行行行ううううアクタアクタアクタアクタ

– OP、、、、OFにににに対対対対しししし、、、、患者情報患者情報患者情報患者情報をををを連携連携連携連携するするするする

• OP
–オーダオーダオーダオーダ情報情報情報情報をををを各部門各部門各部門各部門システムシステムシステムシステムにににに発生発生発生発生させさせさせさせ、、、、そのそのそのその実実実実
施施施施情報情報情報情報をををを受信受信受信受信してしてしてして管理管理管理管理するするするするアクタアクタアクタアクタ

–部門部門部門部門システムシステムシステムシステムよりよりよりよりオーダオーダオーダオーダのののの進捗状態進捗状態進捗状態進捗状態をををを受信受信受信受信しししし、、、、管管管管
理理理理するするするする



アクタアクタアクタアクタ概要概要概要概要１１１１：：：：ADTととととOP

• ADT
–患者情報患者情報患者情報患者情報をををを管理管理管理管理しししし、、、、情報情報情報情報のののの基準基準基準基準となるとなるとなるとなるアクタアクタアクタアクタ

– OP、、、、OFにににに対対対対しししし、、、、患者情報患者情報患者情報患者情報をををを連携連携連携連携するするするする

• OP
–オーダオーダオーダオーダ情報情報情報情報をををを各部門各部門各部門各部門システムシステムシステムシステムにににに発生発生発生発生させさせさせさせ、、、、そのそのそのその実実実実
施施施施情報情報情報情報をををを受信受信受信受信してしてしてして管理管理管理管理するするするするアクタアクタアクタアクタ

–部門部門部門部門システムシステムシステムシステムよりよりよりよりオーダオーダオーダオーダのののの進捗状態進捗状態進捗状態進捗状態をををを受信受信受信受信しししし、、、、管管管管
理理理理するするするする

【注意！】

アクタはシステムの一機能を示します。
≠ システムそのものではありません。

すなわち・・・

OP＝HIS ではなく、

OP＝オーダを管理する機能 になります。



アクタアクタアクタアクタ概要概要概要概要２２２２：：：：OFととととMOD

• OF（（（（DSS/OF））））
– OPからからからから発行発行発行発行されたされたされたされた、、、、放射線検査放射線検査放射線検査放射線検査オーダオーダオーダオーダをををを受受受受けけけけ、、、、実実実実

際際際際にににに撮影業務撮影業務撮影業務撮影業務をををを遂行遂行遂行遂行・・・・管理管理管理管理するするするするアクタアクタアクタアクタ

– OP、、、、撮影装置撮影装置撮影装置撮影装置、、、、画像管理画像管理画像管理画像管理システムシステムシステムシステムとととと連携連携連携連携してしてしてして、、、、撮撮撮撮

影情報影情報影情報影情報ややややステータスステータスステータスステータスのののの受受受受けけけけ渡渡渡渡しをしをしをしを行行行行うううう

• MOD
– OFからからからからのののの指示指示指示指示でででで実際実際実際実際にににに撮影撮影撮影撮影をををを行行行行いいいい、、、、結果画像結果画像結果画像結果画像をををを

発生発生発生発生させるさせるさせるさせるアクタアクタアクタアクタ

–様様様様々々々々なななな種類種類種類種類がががが存在存在存在存在するするするする（（（（一般撮一般撮一般撮一般撮、、、、CT、、、、MRなどなどなどなど））））



アクタアクタアクタアクタ概要概要概要概要３３３３：：：：IMととととPPSM

• IM
–撮影装置撮影装置撮影装置撮影装置でででで発生発生発生発生したしたしたした画像画像画像画像をををを患者情報患者情報患者情報患者情報とともにとともにとともにとともに保保保保
存存存存、、、、管理管理管理管理するするするするアクタアクタアクタアクタ

– OFよりよりよりより患者情報患者情報患者情報患者情報、、、、撮影情報撮影情報撮影情報撮影情報をををを、、、、MODよりよりよりより撮影画撮影画撮影画撮影画

像像像像をををを受信受信受信受信しししし、、、、融合管理融合管理融合管理融合管理するするするする

• PPSM
– DICOM通信通信通信通信（（（（PPS））））についてについてについてについて、、、、各各各各アクタアクタアクタアクタにににに情報情報情報情報をををを

仲介仲介仲介仲介するするするするアクタアクタアクタアクタ

–一般的一般的一般的一般的にはにはにはには RIS、、、、PACSのののの一部機能一部機能一部機能一部機能



HISHIS

Image Modality

PACSPACS

アクタアクタアクタアクタととととトランザクショントランザクショントランザクショントランザクション
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トランザクショントランザクショントランザクショントランザクションのののの全体概要全体概要全体概要全体概要



SWF トランザクショントランザクショントランザクショントランザクションののののポイントポイントポイントポイント

• HL7
– ADT^A08 患者情報患者情報患者情報患者情報をををを連携連携連携連携しますしますしますします⇒⇒⇒⇒PAM へへへへ

– OMG^O19 OP-OF間間間間ででででオーダオーダオーダオーダ情報情報情報情報をををを連携連携連携連携しますしますしますします

– OMI^O23 OF-IM間間間間ででででオーダオーダオーダオーダ情報情報情報情報をををを連携連携連携連携しますしますしますします

– ORU^R01 OF-OP間間間間ででででオーダステータスオーダステータスオーダステータスオーダステータス情報情報情報情報をををを連携連携連携連携しますしますしますします

– OMI^Z23 OF-OP間間間間でででで実績情報実績情報実績情報実績情報をををを連携連携連携連携しますしますしますします

※※※※ HL7のののの通信通信通信通信についてはについてはについてはについては JAHIS 放射線放射線放射線放射線データデータデータデータ交換規約交換規約交換規約交換規約 V2.2 にににに従従従従うううう

• DICOM
– MWL OF-MOD 間間間間でででで患者情報患者情報患者情報患者情報（（（（撮影情報撮影情報撮影情報撮影情報））））をををを連携連携連携連携しますしますしますします

– PPS MOD-OF-IM 間間間間ででででプロシージャステッププロシージャステッププロシージャステッププロシージャステップ情報情報情報情報をををを連携連携連携連携しますしますしますします

– Storage MOD-IM 間間間間でででで画像情報画像情報画像情報画像情報をををを連携連携連携連携しますしますしますします



HL７７７７ののののデータデータデータデータ構造構造構造構造（（（（基本基本基本基本））））

• HL7のののの電文電文電文電文はこんなはこんなはこんなはこんな感感感感じですじですじですじです。。。。
MSHMSHMSHMSH|^~¥&|HIS||RIS||20050120||OMG^O19^OMG_O19|mn123|P|2.5|||||JPN|ASCII~ISO IR87||ISO 2022-1994<cr>

PIDPIDPIDPID|||12345678^^^^PI||東京^太郎^^^^^L^I~トウキョウ^タロウ^^^^^L^P||19501214|M|||虎ノ門1-19-9^^港区^東京都^^^^105-0001^^H || 03-
3506-8010^PRN^PH<cr>

PV1PV1PV1PV1||O|01^^^^^C||||112233^中田^隆^^^^^^^L^^^^^I|||01 <cr>

ORCORCORCORC|NW|2005012000100|||||||200501201010|112233^中田^隆^^^^^^^L^^^^^I||112233^中田^隆^^^^^^^L^^^^^I|01^^^^^C||||01^C||||||||||||O<cr> 

TQ1TQ1TQ1TQ1|||||||||R<cr>
OBROBROBROBR||2005012000100||1000000000000000^Ｘ線単純撮影^JJ1017-16P||||||||||||112233^中田^隆^^^^^^^L^^^^^I<cr>

ORCORCORCORC|PA|2005012000100|||||||200501201010|112233^中田^隆^^^^^^^L^^^^^I ||112233^中田^隆^^^^^^^L^^^^^I|01^^^^^C||||01^C||||||||||||O <cr> 

TQ1TQ1TQ1TQ1|||||||||R<cr>

OBROBROBROBR||2005012000100||1000000000000000^Ｘ線単純撮影^JJ1017-16P||||||||||||112233^中田^隆^^^^^^^L^^^^^I<cr>

OBXOBXOBXOBX|1|CE|5H0100000018101^血液型-ABO式^JC10|1|1^A^LBLABO||||||F<cr>
OBXOBXOBXOBX|2|CE|04-03^視覚障害||SV^重度||||||F<cr>

ORCORCORCORC|CH|2005012000101||||||2005012000100|200501201010|112233^中田^隆^^^^^^^L^^^^^I ||112233^中田^隆^^^^^^^L^^^^^I|01^^^^^C||||01^
内科||||||||||||O <cr>

TQ1TQ1TQ1TQ1|||||||||R<cr>

OBROBROBROBR||2005012000101||10000002000002000000010000000000^胸部.Ｘ線単純撮影.正面(A→P)^JJ1017-32|||200501201010|||||||||112233^中
田^隆^^^^^^^L^^^^^I|||||||||||||2005012000100<cr>

ORCORCORCORC|CH|2005012000102||||||2005012000100|200501201010|112233^中田^隆^^^^^^^L^^^^^I ||112233^中田^隆^^^^^^^L^^^^^I|01^^^^^C||||01^
内科||||||||||||O <cr>

TQ1TQ1TQ1TQ1|||||||||R<cr>

OBROBROBROBR||2005012000102||10000002000006000000010000000000^胸部.Ｘ線単純撮影.側面(L→R)^JJ1017-32|||200501201010|||||||||112233^中
田^隆^^^^^^^L^^^^^I|||||||||||||2005012000100<cr>

ORCORCORCORC|CH|2005012000103||||||2005012000100|200501201010|112233^中田^隆^^^^^^^L^^^^^I ||112233^中田^隆^^^^^^^L^^^^^I|01^^^^^C||||01^
内科||||||||||||O <cr>

・・・・・

セグメント
MSHMSHMSHMSH|^~¥&|HIS||RIS||20050120||
OMG^O19^OMG_O19|…

フィールド
OMG^O19^OMG_O19

成分
OMG



HL７７７７ののののデータデータデータデータ構造構造構造構造（（（（基本基本基本基本））））

• HL7ははははメッセージメッセージメッセージメッセージ種類毎種類毎種類毎種類毎にににに構造構造構造構造がががが異異異異なりますなりますなりますなります

• 例例例例えばえばえばえば、、、、OMGであればであればであればであれば、、、、以下以下以下以下のののの構造構造構造構造ですですですです

MSH

PID

PV1

ORC

TQ1

OBR

OBX

×ｎ個

×ｍ個

メッセージ種類

患者情報

患者来院情報

オーダ基本

オーダ数量/時間/優先度

オーダ詳細

患者プロファイル／

オーダ指示



ここでここでここでここで一息一息一息一息

さて、次は日本版拡張 の話ですよ！



日本版拡張日本版拡張日本版拡張日本版拡張についてについてについてについて

IHEではワールドワイドで共通なTFを提供しています。

でも、各国では、業務運用方法や習慣の違いから、
それぞれのシステム化事情があります…

国別拡張（National Extension）が許されています。



日本版拡張日本版拡張日本版拡張日本版拡張のののの経緯経緯経緯経緯

IHEでは臨床検査分野で、HL7 V2.5を採用

（先行の放射線検査分野は V2.3.1）

【欧米】

では部門の独立性が高い
→ 問題なし

臨床検査

放射線検査

XX部門

V2.5

V2.3.1 V2.X

【日本】

トータルシステム
→ 別々では困る･･･

HIS（病院システム）

臨床検査放射線検査 XX部門

V2.5V2.3.1 V2.X

V2.5に統一

V2.5 V2.5



HL７７７７ののののデータデータデータデータ構造構造構造構造（（（（オーダオーダオーダオーダ表現表現表現表現））））

• 日本日本日本日本ではではではでは、、、、HL7オーダオーダオーダオーダ表現表現表現表現でででで親子構造親子構造親子構造親子構造をををを持持持持ちますちますちますちます

• ORC以下以下以下以下のののの部分部分部分部分はははは以下以下以下以下のののの構造構造構造構造になりますになりますになりますになります

ORC（NW）

TQ1
OBR

OBX

このオーダ情報が

新規

であることを示します

ORC（PA）

TQ1
OBR

ORC（CH）

TQ1
OBR

×m

×n

このオーダ情報の

手技＝検査種

を示します。

このオーダ情報の

撮影方法と実施

を示します。

OBX ×l

ZE1/ZE2 ×O



IHE 日本版拡張日本版拡張日本版拡張日本版拡張

日本IHE協会では、日本版拡張として

• HL7は ISO規格であるHL7 Ver2.5に準拠

• 検査項目コードは JJ1017 V3.0 を採用

• 文字コード、文字集合を規定

– ISO IR6（1バイト文字）＋ISO IR87（2バイト文字）

– ISO 2022-1994（JIS-X0202：文字集合切替）

• OFOFOFOFからはからはからはからは、、、、MOD,IMMOD,IMMOD,IMMOD,IM用用用用にににに、、、、患者氏名患者氏名患者氏名患者氏名ににににアルファベッアルファベッアルファベッアルファベッ
トトトト情報情報情報情報をををを生成追加生成追加生成追加生成追加してしてしてして送信送信送信送信するするするする

というルールでコネクタソンを実施してます。



IHE 日本版拡張日本版拡張日本版拡張日本版拡張

日本IHE協会では、日本版拡張として

• HL7は ISO規格であるHL7 Ver2.5に準拠

• 検査項目コードは JJ1017 V3.0 を採用

• 文字コード、文字集合を規定

– ISO IR6（1バイト文字）＋ISO IR87（2バイト文字）

– ISO 2022-1994（JIS-X0202：文字集合切替）

• OFOFOFOFからはからはからはからは、、、、MOD,IMMOD,IMMOD,IMMOD,IM用用用用にににに、、、、患者氏名患者氏名患者氏名患者氏名ににににアルファベッアルファベッアルファベッアルファベッ
トトトト情報情報情報情報をををを生成追加生成追加生成追加生成追加してしてしてして送信送信送信送信するするするする

というルールでコネクタソンを実施してます。

【補足】

HL7によるデータ交換についてはドメインに
よっては、JAHIS データ交換規約 を採用し

ていますので、そちらを参照下さい。

また、日本版拡張については各ドメインの
技術文書も併せてご覧下さい。



PAM プロファイルプロファイルプロファイルプロファイルについてについてについてについて

いよいよ、次は PAM の話ですよ！



アクタアクタアクタアクタ概要概要概要概要

PDS PDC

PES PEC



アクタアクタアクタアクタ概要概要概要概要１１１１：：：：PDS とととと PDC

• PDS Patient Demographics Supplier

–患者患者患者患者データベースデータベースデータベースデータベース情報情報情報情報をををを新規新規新規新規にににに登録登録登録登録、、、、編集編集編集編集をををを行行行行うううう
ことができることができることができることができるアクタアクタアクタアクタ。。。。

–登録登録登録登録したしたしたした情報情報情報情報をををを、、、、PDCにににに対対対対してしてしてして HL7 ADT でででで
PDCにににに送信送信送信送信することができるすることができるすることができるすることができる。。。。

• PDC Patient Demographics Consumer
– PDSからからからから患者情報患者情報患者情報患者情報をををを受信受信受信受信、、、、データベースデータベースデータベースデータベース登録登録登録登録、、、、更更更更

新新新新しししし、、、、表示表示表示表示することができるすることができるすることができるすることができるアクタアクタアクタアクタ



アクタアクタアクタアクタ概要概要概要概要２２２２：：：：PES とととと PEC

• PES Patient Encounter Supplier

–患者情報患者情報患者情報患者情報（（（（個人情報個人情報個人情報個人情報、、、、所在情報等所在情報等所在情報等所在情報等））））のののの編集編集編集編集をををを行行行行うううう
ことができることができることができることができるアクタアクタアクタアクタ。。。。

–編集編集編集編集したしたしたした情報情報情報情報をををを、、、、PDCにににに対対対対してしてしてして HL7 ADT でででで
PDCにににに送信送信送信送信することができるすることができるすることができるすることができる。。。。

• PEC Patient Encounter Consumer
– PESからからからから患者情報患者情報患者情報患者情報をををを受信受信受信受信、、、、患者情報患者情報患者情報患者情報をををを更新更新更新更新しししし、、、、表表表表

示示示示することができるすることができるすることができるすることができるアクタアクタアクタアクタ



PAM トランザクショントランザクショントランザクショントランザクションののののポイントポイントポイントポイント

• HL7
– ADT患者情報患者情報患者情報患者情報をををを連携連携連携連携しましましましますすすす

ただしただしただしただし、、、、PDS、、、、PES はははは送信時送信時送信時送信時、、、、それぞれそれぞれそれぞれそれぞれADTののののイイイイ
ベントベントベントベントがががが異異異異なりますなりますなりますなります。。。。
• PDS⇒⇒⇒⇒PDC のののの場合場合場合場合：：：：

A28,A31,A40,A47, A24,A37
• PES⇒⇒⇒⇒PEC のののの場合場合場合場合：：：：

A01,A04,A03,A08,A40, A11,A13

–日本日本日本日本ではこのではこのではこのではこのイベントイベントイベントイベントのののの一部一部一部一部をををを使使使使っていますっていますっていますっています。。。。



RAD PIR とととと ITI PAM

PDS PDC

PES PEC

ADT OP
IM

• PIR：：：： 放射線分野放射線分野放射線分野放射線分野でのでのでのでの患者情報連携患者情報連携患者情報連携患者情報連携プロファイルプロファイルプロファイルプロファイル。。。。OF
ははははADTからのからのからのからの患者情報患者情報患者情報患者情報ををををIMにににに連携連携連携連携するするするする特徴特徴特徴特徴があるがあるがあるがある。。。。
⇒⇒⇒⇒2010年年年年よりよりよりよりPAMにににに移行移行移行移行。。。。

• PAM：：：： 連携連携連携連携というというというという解釈解釈解釈解釈ができないためができないためができないためができないため、、、、現時点現時点現時点現時点ではではではでは
OFももももIMもももも PDC、、、、PEC のののの実装実装実装実装ををををイメージイメージイメージイメージしてしてしてして下下下下さいさいさいさい。。。。

PDC

PEC

OF
【PIR】

【PAM】



コネクタソンコネクタソンコネクタソンコネクタソン審査基準審査基準審査基準審査基準についてについてについてについて

最後にコネクタソン 審査基準 の話をします！



コネクタソンコネクタソンコネクタソンコネクタソン審査審査審査審査とはとはとはとは

• 事前事前事前事前ツールツールツールツール審査審査審査審査

– コネクタソンコネクタソンコネクタソンコネクタソン当日当日当日当日にににに基本的基本的基本的基本的なななな接続接続接続接続トラブルトラブルトラブルトラブルをををを防止防止防止防止
するためするためするためするため、、、、事前事前事前事前ツールツールツールツール審査審査審査審査をををを実施実施実施実施しますしますしますします。。。。

–ツールツールツールツール審査結果審査結果審査結果審査結果をををを参照参照参照参照しししし、、、、参加参加参加参加ベンダーベンダーベンダーベンダーはははは当日当日当日当日
までにまでにまでにまでに必要必要必要必要なななな修正修正修正修正をををを実施実施実施実施してしてしてして下下下下さいさいさいさい。。。。

• 当日審査当日審査当日審査当日審査

– コネクタソンコネクタソンコネクタソンコネクタソン会場会場会場会場にてにてにてにて実際実際実際実際にににに他他他他ベンダーベンダーベンダーベンダーとととと接続試接続試接続試接続試
験験験験をををを実施実施実施実施しししし、、、、審査員審査員審査員審査員にてにてにてにてトランザクショントランザクショントランザクショントランザクション電文電文電文電文やややや、、、、
実際実際実際実際のののの操作画面操作画面操作画面操作画面をををを検証検証検証検証しますしますしますします。。。。



審査基準審査基準審査基準審査基準についてについてについてについて

• 審査基準審査基準審査基準審査基準についてについてについてについて

– コネクタソンコネクタソンコネクタソンコネクタソンのののの審査審査審査審査をよりをよりをよりをより公平公正公平公正公平公正公平公正なものにするなものにするなものにするなものにする
ためためためため、、、、接続性検証委員会接続性検証委員会接続性検証委員会接続性検証委員会ではではではでは審査基準審査基準審査基準審査基準のののの明確化明確化明確化明確化
にににに取取取取りりりり組組組組んでおりますんでおりますんでおりますんでおります。。。。

• 技術文書技術文書技術文書技術文書のののの公開公開公開公開についてについてについてについて

–各各各各プロファイルプロファイルプロファイルプロファイルののののトランザクショントランザクショントランザクショントランザクションについてについてについてについて、、、、細細細細かかかか
いいいい基準基準基準基準をまとめたをまとめたをまとめたをまとめた技術文書技術文書技術文書技術文書をををを作成作成作成作成しておりますしておりますしておりますしております。。。。

– このこのこのこの文書文書文書文書にににに従従従従いいいい、、、、事前検証事前検証事前検証事前検証ツールツールツールツール、、、、当日当日当日当日のののの審査審査審査審査
員員員員によるによるによるによる審査審査審査審査をををを実施実施実施実施いたしますいたしますいたしますいたします。。。。

–技術文書技術文書技術文書技術文書はこんなのですはこんなのですはこんなのですはこんなのです。。。。⇒⇒⇒⇒ 放射線検査技術文書放射線検査技術文書放射線検査技術文書放射線検査技術文書



おわりにおわりにおわりにおわりに

今日は SWF、PAMの基礎を説明しました。

プロファイルそのものは変更がなかったとしても

細部解釈の微修正や、審査基準の見直し

があるかもしれません。

次回WSでは審査ポイント詳細を説明します。

お楽しみに！



ご質問等ございましたら、
ご遠慮なくおっしゃってください。


